定例市政記者クラブ・市長懇談会（５月分）の結果について
日時：平成２２年４月３０日（金）午前１１時～１１時５０分
場所：市役所２階第１委員会室
出席者：（１）市政記者クラブ９社
【北海道新聞、釧路新聞、読売新聞、毎日新聞、共同通信、日本経済新聞、ＮＨＫ、ＳＴＶ、ＨＢＣ】
（２）市長ほか１６人
会 見 内 容

1． 話題提供（３項目）

１．釧路市の自治体経営のあり方に関する共同研究について
■　釧路公立大学との共同研究として、「釧路市の自治体経営のあり方に関する研究」を実施いたします。

■　共同研究の進め方といたしましては、釧路公立大学地域経済研究センターに、小磯学長、同志社大学大学院の新川達郎教授、北海道大学公共政策大学院の山崎幹根教授をはじめとする外部有識者６名と、私がメンバーとなりまして「釧路市都市経営戦略会議」を設置し、地方自治体をめぐる将来に向けての様々な状況変化、人口減少・高齢化、基礎的自治体の役割等を冷静に見極めながら、中長期的な視点で、釧路市経営の方向と戦略を探ろうというものであります。
■　戦略会議での調査・研究の進め方は、私からの問題提起に基づき、釧路市の行政サービスや行政システムにつきまして、外部からの視点によって、都市経営という観点からの客観的な現状分析を行うとともに、他地域での先行事例等を踏まえた課題提起や、中長期的な釧路市の持続的・安定的なまちづくりに向けた今後の方向、方策について提言をいただくものでございます。

■　このように「都市経営戦略会議」は、市の内部組織や附属機関ではなく、地域の大学研究機関と自治体執行機関による共同研究という、今までにない新しい形での政策協議機関機能を持つものと考えております。
■　調査研究内容といたしましては、まず第１に「市役所を変える」ということでございますが、これは「これまで通りの仕事をこなす」という体質から、新たな環境変化や施策要請に迅速に対応し、効果的な行政サービスを遂行していく体質への変化を目指して、市役所の組織体制・人事、政策決定システムなどを見直すということであります。私は、釧路市の将来を考えることが市役所の最大の使命と考えておりまして、そういう体質に変えることを求めていくものでございます。

■　そして第２に「釧路らしい独自の政策を展開、発信する｣ということでありますが、これは、釧路の足元の資源を活かし、お金をかけずに、夢のある、やる気の出る釧路独自の政策づくりを目指して、産業政策や雇用政策、ソフトな都市整備などについて研究するということであります。

■　また第３として、以上の研究に際しましては、厳しい財政再建に取り組みながら、都市経営を進めた事例など、先進的な都市の政策や事例を研究していくこととしております。
■　この共同研究の期間は、平成２２年度内でございまして、調査研究の成果は、提言として取りまとめられることになります。しかしながら、中間の議論の中での提言について、先行して取り組むべきものについては、進めていこうと考えているものであります。
■　また、戦略会議の提言については、市役所内部のワーキンググループにおいて、実現に向けた検討を行うなど、迅速に釧路市の政策に反映させていく、このように考えております。

■　なお、第１回目の戦略会議でございますが、５月７日（金）午後４時から、釧路公立大学において開催を予定しております。

■　先週の４月２４日から２７日までの４日間、復興航空チャーター便１００便就航を記念して実施しました双方向チャーター便を利用して、１８１名の市民の皆様と台湾を訪問してまいりました。
　　

■　多くの市民の皆様にも参加をいただいた中で、台湾の歴史や文化に触れていただき、有意義なツアーになったと感じているところでございます。
■　「くしろ蝦夷太鼓保存会」の皆様も、台湾駐日経済代表所からの招待という形で参加され、４月２５日・２６日の２日間にわたりまして、台湾で力強い演奏を行っていただき、文化交流という面で大きな役割を果たしていただいたところであります。
■　また、私をはじめとしたプロモーション団のメンバーも限られた時間の中でありましたが、蝦夷太鼓の公演会場での観光ＰＲ活動や航空会社各社、交通部観光局などへの要請活動を行うなど、「釧路地域」及び「ひがし北海道」のＰＲに努めてまいりましたので、経済・文化・市民交流という面で今後につながる成果があったと思っております。
■　また、今回の台湾訪問において、釧路市への企業誘致活動の一つといたしまして、かねてより道内ホテルにＬＥＤ照明器具などを納入するなど、積極的に日本での営業拡大を進めている「台湾パワーデジタル・デライト社」（ＰＤＤ、旧パワーデジタルカード社）を訪問してまいりました。
■　ＰＤＤ社には、これまで市産業振興部の担当者が子会社であります東京の「ＰＤＣジャパン社」を訪れるなど、誘致活動を行ってきたところでございますが、この度の台湾訪問を機会に、直接、ＰＤＤ社を訪問いたしまして、釧路商工会議所の佐藤副会頭とともにトップセールスを行ってまいりました。

■　ＰＤＤ社は、創立１０年という新興企業でありますが、独自のフラッシュメモリ製造技術で、２００４年にはＳＤカード生産が世界第１位となるなど、わずかな期間で世界企業に仲間入りした注目の企業でございます。

２００件を超える特許を取得しておりまして、現在はメモリ市場における世界戦略だけにとどまらず、同社が持つヒートシンク技術は、コンピュータやＬＥＤをはじめ様々な分野への応用が期待されているところでございます。
■　今回の訪問では、同社の陳ＣＥＯ(最高経営責任者)をはじめ幹部の皆さんとお会いして、釧路市の立地環境をＰＲさせていただきましたが、先方からも「自然環境が素晴らしく、今後、釧路についても検討させていただきたい」との好意的なお話もありましたので、今回の訪問をきっかけとして、今後も積極的に継続して誘致活動を進め、立地に結びつくように努力してまいりたいと考えている次第でございます。

■　本年２月に開催されました第２１回バンクーバーオリンピック冬季競技大会スピードスケート競技に出場された、釧路星園高校卒業の岡崎朋美さんと釧路市出身の出島茂幸さんのお二人に「釧路市長特別表彰」を贈呈することに決定いたしました。

■　釧路市長特別表彰は、オリンピックなどの世界大会におきまして、特に活躍された方に贈呈しておりまして、お手元に表彰者一覧をお配りいたしましたが、これまでに延べ１５人の方に贈呈しているものでございます。
■　この度の表彰理由を申し上げますと、岡崎選手は、出場された５００メートルと、１,０００メートルでは、惜しくも入賞をのがしましたが、前回のトリノオリンピックの日本選手団の主将に続き、今回は旗手を務められ、日本の女子選手では最多となる冬季オリンピック５回連続出場を果たされたご功績によるものであります。
■　出島選手は、ご承知のとおり、男子チームパシュートにおきまして、日本チームの一員として８位入賞を果たされたご功績によるものであります。
■　お二人への市長特別表彰の贈呈でございますが、５月１７日に釧路プリンスホテルにおきまして、釧路スケート連盟主催「岡崎朋美選手・出島茂幸選手を讃える会」の席上で行うことになっております。
■　また、出島選手につきましては、この度のオリンピック入賞のご功績により「釧路市スポーツ賞」を贈呈することに決定した旨、教育委員会から報告を受けておりますので、併せてご報告いたします。

■　今回の釧路市スポーツ賞の贈呈は、「国際的なスポーツ競技会において輝かしい活躍をし、その功績が顕著であると認められる者」に対して贈呈することができる特例に基づき贈呈するものでございまして、受賞者一覧をお配りいたしましたが、これまでに１１人の方に贈呈しております。

■　出島選手への釧路市スポーツ賞の贈呈につきましても、市長特別表彰同様「岡崎朋美選手・出島茂幸選手を讃える会」で贈呈することとなっております。

【質　疑　要　旨】
（質問）

・　これまでも、地域経済研究センターから、様々な政策に対する提言があったと思いますが、なぜ、今このタイミングで、戦略会議というかたちで議論の場を専門的に設けるのか、また、どのような位置付けなのかについて、市長のお考えをお伺いしたいと思います。
（市長）

・　市民が市役所のポテンシャルを高めるというお話をしてまいりまして、自分なりに市長就任後１年半進めてきたところであります。
市役所の職員は日頃から市民の方々に接し、様々な情報を持ち進めているところですが、踏襲型でやって来ているから、上手く回転していない。新しい視点、切り口、発想をもった時に、高い能力を発揮すると思っていますので、提言を頂きそこに向かって進めていくのが、市役所のポテンシャルを更に高めることになると考えており、その為に力をいただきたいという思いの中でスタートしたものであります。
（質問）

・　市長就任１年半の中で、まだ足りない部分があると感じ、さらに踏み出したのか、お伺いしたいと思います。

（市長）

・　自分に見えていないものがある中で、地方自治等に精通されている、また、釧路のことを知っていただいている先生方からのご提言をいただくことにより、さらに市役所がある意味進化と言うか変わる大きなチャンスだと思っており、厳しい環境ゆえにさらに踏み出すにはベストのタイミングだと思っております。
（質問）

・　１年半の中で具体的な問題点は何か、お伺いしたいと思います。

（市長）

・　１つ１つの見方、整理の仕方、例えば予算書においては過去から、地方自治の予算はそのように分けるとなっておりますが、様々な角度から見ますときに、適切かなと思っております。
市が独自で進めているものは、別な整理の仕方もあると思います。今までの過去の整理の仕方や考え方の中で進んでいるものがある中、ここを変えるだけでも見方が変わってきます。
私も全てのものを見ていないので分からない。そこで、小磯学長をはじめ会議に集まる先生方の知恵・知識をお借りして、釧路市のキャパシティを見ていきたいと思っております。

（質問）

・　台湾チャーター便に関連して、釧路市動物園長が台北動物園を訪問したことが報道されていましたが、台湾との交流に関して、市長のお考えをお伺いしたいと思います。
（市長）

・　北海道と台湾において、さまざまな連携をしていきたいとの考えがありまして、私も今年２月に台湾に行って台湾の方々のタンチョウへの想いが強いものがあると受け止めていました。その中でタンチョウを交流の象徴として、台湾の動物園に贈ることができないかとの相談があり、受け入れ先として具体的に台北動物園で話を進めている状況でございます。これは台湾と日本、北海道、釧路との友好の鳥として話を進めているものであります。
（質問）

・　釧路～中部線は、５月６日から休止となりますが、市としての影響をどのように考えているのか、お伺いしたいと思います。

（市長）

・　やはり観光に一番影響があると思います。釧路もそうですが、北海道においても食と観光をキーワードに地域振興を進めていく中で、中部からの直行便が無くなることは、観光にはマイナスとなると考えています。
　　路線については、直行便が無くなっても新千歳から釧路へのアクセスを維持していくことが約束されていましたが、今後どのような流れになるのかは分からない状況にあります。













































３．釧路市長特別表彰及び釧路市スポーツ賞について





２．チャーター便を利用した台湾訪問の結果について
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